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Kasumigaura (Nishiura) Lake and Sakuragawa lowland 
in Ibaraki Prefecture taken from an airplane. 

（ P h o t o g r a p h  a n d  c a p t i o n  b y  Futoshi NANAYAMA）

航 空 機 か ら 撮 影 さ れ た 霞 ケ 浦（ 西 浦 ）と 桜 川 低 地

茨城県南部にある霞ヶ浦は，日本第 2 位の面積を持つ湖である．約 3 万
年前の最終氷期の時代に，現在の桜川の河道を鬼怒川が流れていた．その
鬼怒川が作った幅広い谷が，西浦の起源である．霞ケ浦の名は，縄文海進に
よって生じた古鬼怒湾のエスチュアリーに由来し，その後，海跡湖（汽水環
境）となった．1963 年に治水と塩害防止を目的とした常陸川水門（逆水門）
の建設によって湖水はほぼ淡水化したが，逆に潮汐による湖水の循環および
浄化機能が失われ，水質汚濁が進んだとも言われている．

（写真・文： 七山　太  /  産総研  地質調査総合センター 地質情報研究部門）
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